
 

科目群 科目区分等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学 期

専門科目 
1 単位 

基礎技能・教科 
造形Ⅱ 宮野周 2 年次 春 

 
授業のキーワード 領域「表現」、幼児と造形ワークショップ、造形あそび 

授業の概要・目的 
専門科目「造形Ⅰ」の内容を発展させ、様々な素材・材料を扱って実際に造形・表現活動を体

験することを通して、保育・幼稚園の現場で求められる造形的な能力や豊かな感性を身につけ

ることを目的とします。 

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

実技を中心とした授業内容のため、活動しやすく汚れても良い服装で欠席・遅刻せずに受講し

てください。 専門科目「造形Ⅰ」の内容をふまえた上で、さらに様々な材料体験を通して幅広

い造形的な能力を身につけてほしい。 
 
授 業 展 開 
 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

オリエンテー

ション 
授業の内容、扱う道具、評価方法、

約束事などを知る。 
第

９

講

イメージ表現

1 
コラージュ表現を学ぶ。 

第 
２ 
講 

幼児の造形と

指導・支援につ

いて 

幼児の造形に関する指導・支援につ

いて学ぶ。 
第

10
講

イメージ表現

2 
イメージ表現 2 

第 
３ 
講 

版画 1 紙版画を学ぶ。 第

11
講

壁面制作 1 これまで学んできた様々な素材や

技法を使って幼児の生活する場を

デザインする。 
第 
４ 
講 

版画 2 スチレンボード版画を学ぶ。 第

12
講

壁面制作 2 これまで学んできた様々な素材や

技法を使って幼児の生活する場を

デザインする。 
第 
５ 
講 

身近な材料を

使った表現 1 
身近にある材料を使った表現を学

ぶ。 
第

13
講

壁面制作 3 これまで学んできた様々な素材や

技法を使って幼児の生活する場を

デザインする。 
第 
６ 
講 

身近な材料を

使った表現 2 
身近にある材料を使った表現を学

ぶ。 
第

14
講

まとめ  

第 
７ 
講 

身近な材料を

使った表現 3 
身近にある材料を使った表現を学

ぶ。 
第

15
講

定期試験  

第 
８ 
講 

身近な材料を

使った表現 4 
身近にある材料を使った表現を学

ぶ。 評 価 方 法 
出席状況、授業への取り組み、課題、

提出物 

備 考 
（関連する資格・試験等） 

 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
別途指定します。  


